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被災地ローカル各紙統合スクラップ帳の意義と課題

被
災
地
ロ
ー
カ
ル
各
紙
統
合
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
意
義
と
課
題

―
―
復
興
ロ
ジ
ッ
ク
の
探
索･

再
構
築
に
向
け
て
―
―

大　

矢　

根　
　
　

淳

は
じ
め
に

１
．
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
―
―
社
会
学
的
調
査
と
現
地
資
料

２
．
ロ
ー
カ
ル
紙
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
需
要
と
展
開

３
．『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
と
手
順

４
．『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
般
公
開
の
留
意
点

む
す
び
に
か
え
ては

じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
被
災
各
地
の
公
立
図
書
館
で
、
被
災
を
契
機
に
取
り
組
み
が
始
ま
る
災
害
関
係
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
づ
く
り
に
つ
い

て
、
そ
の
作
業
の
意
義
、
展
開
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
筆
者
は
四
半
世
紀
前
、
雲
仙･

普
賢
岳
噴
火
災
害
（
一
九
九
〇
年
～
）



230

法学研究 90 巻 1 号（2017：1）

の
現
地
調
査
に
赴
き
、
地
元･

島
原
図
書
館
で
、『
島
原
半
島
関
係
新
聞
記
事
（
島
原･

南

高
）（
朝･

毎･

読･

西･

長
）』（
以
下
、『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』）
を
手
に
し
、

そ
の
頃
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
被
災
地
復
興
に
関
わ
る
自
身
の
現
地

調
査
に
お
い
て
、
こ
れ
を
継
続
的
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
全
国
各
地
の

様
々
な
被
災
地
復
興
現
場
に
赴
い
て
は
（
写
真
１
）、
島
原
の
こ
の
よ
う
な
資
料
の
有
用
性

を
た
び
た
び
、
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た）1
（

。
こ
の
た
び
、
噴
火
二
五
年
を
機
に
、『
島
原
図

書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
世
に
開
く
可
能
性
に
つ
い
て
、
同
図
書
館

と
協
議･

作
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
経
緯
を
振
り
返
り
つ
つ
、
意
義
、

課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

１
．
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
―
―
社
会
学
的
調
査
と
現
地
資
料

　

一
九
九
〇
年
晩
秋
一
一
月
、
長
崎
県･

島
原
半
島
の
雲
仙･

普
賢
岳
が
約
二
〇
〇
年
ぶ
り
に
噴
煙
を
上
げ
始
め
、
翌
一
九
九
一
年

五
～
六
月
に
か
け
て
噴
火
活
動
が
活
発
化
し
た
。
火
山
噴
出
物
が
火
砕
流
と
な
っ
て
山
腹
を
駆
け
下
り
、
山
腹
に
堆
積
し
た
そ
れ
ら

が
降
雨
の
た
び
に
土
石
流
の
濁
流
と
な
っ
て
川
を
下
っ
た
。
特
に
一
九
九
一
年
六
月
三
日
の
大
火
砕
流
で
は
、
警
戒
中
の
消
防
団
員

と
警
察
官
、
報
道
関
係
者
と
こ
れ
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
地
元
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、
そ
し
て
世
界
的
に
有
名
な
火
山
学
者
を
含
む

四
三
人
が
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。
雲
仙･
普
賢
岳
噴
火
災
害
の
幕
開
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
噴
火
活

動
は
五
年
に
わ
た
り
継
続
し
、
そ
の
間
、
火
砕
流･

土
石
流
が
度
重
な
り
発
生
し
た
こ
と
で
、
周
辺
住
民
の
生
命･

財
産
を
守
る
た

め
に
警
戒
区
域
が
設
定
（
災
害
対
策
基
本
法
、
第
六
三
条
に
基
づ
き
）
さ
れ
て
、
自
宅
に
戻
れ
な
い
多
く
の
世
帯
が
発
生
す
る
こ
と
と

写真１　岩手 ･ 宮城内陸地震スクラップ帳
出所：筆者撮影（2016.6.16）
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な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
火
砕
流･

土
石
流
が
自
宅
の
上
に
五
〇
ｍ
以
上
も
堆
積
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
、
そ
の
地
区
に
復
興
公
共

土
木
事
業
と
し
て
大
型
砂
防
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
、
永
遠
に
故
郷
を
喪
失
（
地
名
の
消
失
）
す
る
こ
と
に
な

る
層
が
出
て
く
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

　

当
時
、
災
害
社
会
学
を
専
ら
と
す
る
研
究
者
が
調
査
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
東
京
か
ら
も
筆
者
の
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
が
島
原
に

通
っ
て
、
こ
の
長
期
噴
火
災
害
を
調
査
し
た
。
調
査
経
緯
や
知
見
は
別
稿
（
伊
藤
他
、
一
九
九
四
、
大
矢
根
、
一
九
九
六
、
横
田
、
一

九
九
五
）
に
譲
る
。
そ
れ
ま
で
の
他
の
被
災
事
象
と
異
な
り
、
被
災
し
た
世
帯･

集
落
の
応
急
対
応
か
ら
復
旧
、
生
活
再
建
を
調
査

し
て
い
る
と
、
そ
の
す
ぐ
脇
で
、
次
な
る
噴
火
事
象
に
よ
っ
て
新
た
な
被
災
地･

被
災
状
況
が
発
生
し
て
、
あ
ち
こ
ち
で
噴
火
事
象

対
応
が
モ
ザ
イ
ク･

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
状
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
て
、
す
な
わ
ち
被
災
対
応
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
災
害
対
応
行
動
計
画
）

が
複
数
同
時
に
走
る
、
目
ま
ぐ
る
し
い
長
期
的
複
合
災
害
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　

現
地
調
査
か
ら
帰
京
し
て
ノ
ー
ト･
資
料
を
整
理
し
つ
つ
次
の
調
査
計
画
を
練
っ
て
い
る
最
中
は
、
現
在
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
地
の
様
相
が
な
か
な
か
把

握
し
き
れ
ず
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
。
少
し
目
を
離
し
て
い
る
う
ち
に
、
新
た
に
次
々

に
、
噴
火
に
よ
る
諸
事
象･

影
響
範
囲
が
飛
び
石
状
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
市
役
所･
町
役
場
単
位
で
は
果
敢
に
も
、
県
や
国
の
法
制
度
上
の
枠
組
み･

規
定

を
弾
力
的
に
解
釈
し
つ
つ
運
用
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
対
応
を
必
死
で
重
ね
て
い
た
が
、
皮

肉
な
こ
と
に
そ
れ
ら
対
応
の
粗
密
や
タ
イ
ム
ラ
グ
が
期
せ
ず
し
て
発
生
す
る
こ
と
と

な
っ
て
、
そ
れ
が
不
公
平･
不
適
合
と
し
て
糾
弾
さ
れ
て
、
現
場
で
は
「
法
災
」「
官

災
」）2
（

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
（
江
川
、
一
九
九
四
）。

　

筆
者
ら
は
噴
火
災
害
の
現
状
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
必
要
か
ら
、
地
元
ロ
ー

写真２　『島原図書館新聞スクラ 
ップ帳』の所蔵状況

出所：筆者撮影（2015.12.27）
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カ
ル
紙
『
島
原
新
聞
』
を
定
期
購
読
契
約
す
る
こ
と
と
し
た
。
一

週
間
ご
と
、
調
査
グ
ル
ー
プ
の
集
う
研
究
室
宛
に
郵
送
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
貪
る
よ
う
に
読
ん
で
現
地
状
況
の
把
握
に
努
め
、

次
の
調
査
出
張
の
企
画
を
練
っ
た
。
一
～
二
か
月
ご
と
に
現
場
を

訪
ね
て
は
、
地
元
若
手
駐
在
記
者）3
（

を
つ
か
ま
え
て
最
近
の
状
況
を

把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

被
災
地
調
査
に
赴
く
と
そ
の
当
時
は
ま
ず
、
行
政
当
局
各
所
で

関
連
資
料
を
収
集
す
る）（
（

の
が
慣
例
で
、
こ
れ
と
と
も
に
地
元
図
書

館
等
で
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
の
被
災
前
地
域
状
況
の
把
握
に
か

か
っ
た
。
地
域
特
性･

デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
（
各
種
統
計

デ
ー
タ
の
収
集
）、
歴
史･

文
化
、
ロ
ー
カ
ル
の
政
治
史
・
社
会
史
、

こ
れ
ら
は
復
興･

生
活
再
建
に
際
し
て
の
原
資
に
該
当
す
る
事
象
、

デ
ー
タ
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
把
握
を
地
元
図
書
館
や
民
俗･

歴

史
資
料
館
等
で
行
う
。
そ
う
し
た
な
か
、
市
立
島
原
図
書
館
で
、
本
稿
で
検
討
す
る
『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
に
出

会
っ
た
。
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
左
横
の
閲
覧
者
用
ロ
ッ
カ
ー
の
脇
に
、
青
い
Ａ
３
判
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
が
数
冊
収
め
ら
れ
て
い
た
（
写

真
２
）。
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
最
初
の
数
冊
は
島
原
市
の
歴
史
や
文
化
、
祭･

催
事
な
ど
に
関
す
る
地
元
ロ
ー
カ
ル
紙
の
記
事
が

ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
て
、
ま
た
別
の
冊
子
に
は
地
元
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
有
名
校･

国
見
イ
レ
ブ
ン
の
活
躍
が
数
一
〇
ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
（
特
に
、
毎
年
お
正
月
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の
頃
は
）
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
。

　

そ
し
て
六
・
三
大
火
砕
流
と
そ
れ
以
前
か
ら
の
土
石
流
の
発
生
状
況
が
、
前
年
の
約
二
〇
〇
年
ぶ
り
の
噴
火
の
件
と
と
も
に
、
ス

資料１　九州ローカル紙の紙面（例）
出所：『島原図書館新聞スクラップ帳』より
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ク
ラ
ッ
プ
帳
と
し
て
蓄
積
さ
れ
始
め
て
い
た
。
私
た
ち
調
査
団
は
毎
回
、
島
原
に
着
く
と
す
ぐ
に
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
手
に
取
っ

て
、
帰
京
期
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
補
っ
た
。
東
京
サ
イ
ド
で
は
『
島
原
新
聞
』
一
紙
を
定
期
購
読
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
島
原

図
書
館
の
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
で
、『
朝
日
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』
の
全
国
紙）5
（

西
日
本
版
（
各
紙
で
は
九
州
版
、
長
崎

版
な
ど
と
呼
称
）
の
ほ
か
、『
西
日
本
新
聞
』、『
長
崎
新
聞
』
な
ど
の
九
州
ロ
ー
カ
ル
紙
の
記
事
が
す
で
に
適
切
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

図
書
館
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
は
、
全
国
紙･

東
京
版
に
は
決
し
て
載
る
こ
と
の
な
い
、
し
た
が
っ
て
そ
の
縮
刷
版
に
は
も
ち
ろ
ん

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
ロ
ー
カ
ル
短
信
の
数
々
が
漏
れ
な
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
支
局
の
記
者
は
日
々
、
所
々
に
取
材
に
赴
い
て
、
馴

染
み
の
方
々
の
姿
を
的
確
に
取
材
し
て
、
例
え
ば
被
災
者
集
会
の
模
様
も
つ
ぶ
さ
に
執
拗
に
伝
え
て
い
る
。
誰
が
ど
の
よ
う
な
席
順

で
出
席
し
て
い
た
か
、
何
が
議
論
さ
れ
た
の
か
、
会
場
の
雰
囲
気
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
…
…
、
小
さ
な
記
事
の
一
つ
一
つ
に
こ
れ
ら

貴
重
な
情
報
が
適
切
に
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
資
料
１
）。

　

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
紙
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
、
被
災
地
復
興
研
究
に
と
っ
て
の
意
義
と
課
題
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
度
、

筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
「『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
（
仮
称
）」
の
経
緯
と
意
義
を
概
説
す
る
こ
と

と
す
る
。

２
．
ロ
ー
カ
ル
紙
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
需
要
と
展
開

　

新
聞
記
事
を
切
り
抜
い
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
っ
た
記
憶
を
有
す
る
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
小
中
学
校
で
も
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（N
ew
spaper in Education

）
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
が
普
及
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
姿･

作
業
も
様
変
わ
り
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
前
の
ア
ナ
ロ
グ
チ
ッ
ク
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
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帳
こ
そ
が
、
こ
と
の
ほ
か
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
四
半
世
紀
、『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
改
め
て
認
識･

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
︲
１
．
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版

　

全
国
紙
の
東
京
版
は
縮
刷
版
と
し
て
一
か
月
ご
と
に
図
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
て
大
学
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、

誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
全
国
紙
と
い
え
ど
も
地
方
版
は
、
特
に
大
き
な
出
来
事
が
な
い
限
り
縮
刷
版
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い）6
（

。
と
こ
ろ
で
最
近
で
は
、
各
紙
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
気
に
進
め
ら
れ
て
い
て
、
特
別
に
有
料
契
約）7
（

す
れ

ば
全
国
紙
各
地
方
版
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
蓄
積
記
事
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
本
稿
を
執
筆
す
る
今
、

こ
こ
東
京
で
、
雲
仙･

普
賢
岳
噴
火
災
害
（
一
九
九
一
～
）
か
ら
二
五
年
を
経
て
先
日
、
大
規
模
火
砕
流
の
直
接
被
災
地･

上
木
場

集
落
で
行
わ
れ
た
追
悼
行
事
に
つ
い
て
の
記
事
（『
朝
日
』
の
西
部
版
）
が
、
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版
の
サ
イ
ト
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

（
以
下
の
事
例
は
、『
朝
日
新
聞
』D

IJIT
A
L
「
新
聞
記
事
検
索
」、2016.6.10

閲
覧
）
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
容
易
に
閲
覧
で
き
る
。

大
火
砕
流
25
年　

雲
仙･

普
賢
岳　

山
に
届
け
鎮
魂
の
調
べ
／
長
崎
県

　

自
然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
あ
の
日
か
ら
25
年
。
島
原
市
内
は
３
日
、
災
害
の
教
訓
を
再
確
認
す
る
「
い
の
り
の
日
」
と
な
っ
た
。

（3
人
の
死
者･

行
方
不
明
者
を
出
し
た
大
火
砕
流
。
慰
霊
碑
で
は
…
…
（
以
下
略
：
筆
者
）

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
六
年
六
月
四
日
（
西
部
版･

朝
刊
）

　

各
大
学
図
書
館
で
は
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
限
定
と
し
て
各
新
聞
社
と
契
約
し
て
デ
ジ
タ
ル
版
の
閲
覧
を
可
能
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

例
え
ば
筆
者
の
所
属
す
る
大
学
の
図
書
館
で
は
、『
朝
日
新
聞
』
の
「
聞
蔵
Ⅱ
シ
リ
ー
ズ
」、『
毎
日
新
聞
』
の
「
毎
索
」、『
読
売
新
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聞
』
の
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、
研
究
室
や
学
内
Ｐ
Ｃ
端
末

室
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
過
去
の
現
地
版
記
事
を
閲
覧
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
し
て
ヒ
ッ

ト
し
た
記
事
を
一
つ
ず
つ
閲
覧
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
当
時
の
ロ
ー
カ
ル
紙
面
を
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
手
繰
っ
て
読
み
進
め

る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
例
え
ば
『
毎
日
』
の
「
毎
索
」
は
、
年
月
日
を
指
定
す
れ
ば
、
当
該
日
の
紙
面
を
一
面
ず
つ

そ
の
ま
ま
の
形
で
め
く
っ
て
い
け
る
よ
う
な
サ
イ
ト･

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
「
本
社
」
と
し
て
の

「
東
京
」「
大
阪
」
の
版
に
限
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
他
「
地
方
版
」
の
閲
覧
は
か
な
わ
な
い
。『
毎
日
』
に
は
、
地
方
版
の
う
ち
「
九

州
」
に
は
「
福
岡
」「
佐
賀
」「
長
崎
」「
熊
本
」「
大
分
」「
宮
崎
」「
鹿
児
島
」
の
各
版
が
あ
っ
て
、
筆
者
は
「
長
崎
」
版
を
閲
覧
し

た
い
と
目
論
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
試
し
に
大
火
砕
流
被
害
を
報
じ
る
記
事
を
検
索
し
て
み
た
。
例
え
ば
『
毎
日
』･

「
毎
索
」
で
「
一
九
九
一
年
六
月
四
日
」（
大
火
砕
流
発
生
翌
日
の
日
付
）
と
そ
の
周
辺
の
数
日
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
入
力
し
て
み

る
と
、
次
の
画
面
で
「
面
種
」
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
「
本
社
」「
別
刷
」「
号
外
」
と
あ
っ
て
、「
本
社
」

を
選
ぶ
と
そ
の
下
位
で
「
東
京
朝
刊
」「
東
京
夕
刊
」「
大
阪
朝
刊
」「
大
阪
夕
刊
」
か
ら
一
つ
選
択
す
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
地
元･

島
原
市
（
長
崎
県=

西
日
本
）
で
販
売
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
版
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
在
り
処
を
様
々
に
検
索･

手
繰
っ
て
、
当
該
の
ロ
ー
カ
ル
版
に
た
ど
り
つ
け
る
と
こ
ろ
は

な
い
か
探
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
に
、「
リ
サ
ー
チ･
ナ
ビ
」
と
い
う
サ
イ
ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
無
料
記
事
検
索
サ
ー

ビ
ス
」
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
資
料
２
）。

　

長
崎
版
を
収
め
て
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
、「
～
全
国
紙
の
記
事
検
索
～
」
の
下
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
い
く
と
、「
～
地
方
紙

（
県
）
の
記
事
検
索
」
の
項
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、

●
新
聞
記
事
（
郷
土
関
係
）
見
出
し
検
索
／
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
［last access:2015.7.2（
］
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外

部
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク

長
崎
市
内
で
発
行
さ
れ
た
長
崎
、
西
日
本
、
朝
日
、
読
売
、
毎
日

の
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
長
崎
県
関
係
の
記
事
見
出
し
を
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
あ
っ
た
。
こ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
く
と
「
新
聞
記
事
（
郷
土
関
係
）

見
出
し
検
索
」
と
な
り
、
こ
こ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
や
掲
載
日
を
入
力

す
る
と
、
さ
ら
に
「
関
連
地
区
（
複
数
選
択
可
）」
と
し
て
「
県

南
」
か
ら
「
島
原
」「
雲
仙
」「
南
島
原
」
地
区
ま
で
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
何
と
か
当
該
の
ロ
ー
カ
ル
版
に
た

ど
り
着
け
そ
う
だ
。
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
島
原
市
上

木
場
に
関
す
る
記
事
を
検
索
す
る
た
め
に
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に

「
上
木
場
」
を
入
力
し
て
「
検
索
」
し
た
と
こ
ろ
、
一
〇
件
の
記

事
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
件
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
な
検
索
結
果=

「
新
聞
記
事
詳
細
画
面
」
が
あ
ら
わ
れ

る
（
資
料
３
）。

　

こ
の
検
索
結
果
に
は
、
以
下
の
注
意
書
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

※
該
当
の
記
事
は
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

資料２　国立国会図書館 HP「リサーチ ･ ナビ」の「無料記事検索サー
ビス」画面

出所：https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-700003.php
（2016.6.10 閲覧）
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長
崎
新
聞
の
場
合
は
４
階
郷
土
課
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ほ
か
の
４
紙
に
つ
い
て
は

３
階
奉
仕
課
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

こ
れ
で
、
島
原
ロ
ー
カ
ル
の
記
事
の
現
物
0

0

（『
長
崎
』）
に
ま
で
た
ど
り
着

け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
、
よ
く
読
む
と
検

索
条
件
指
定
画
面
の
下
に
小
さ
く
、

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
２
月
１
日
以
降
、
長
崎
市
内
で
発
行
さ
れ
た
長
崎
、

西
日
本
、
朝
日
、
読
売
、
毎
日
の
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
長
崎
県
関
係
の
記
事
見

出
し
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
蓄
積･

公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
二
〇
〇
七
年
以
降
の
記

事
と
な
っ
て
い
る
（
今
回
筆
者
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
記
事
閲
覧
を
希
望
し

て
い
る
）。
希
望
記
事
現
物
に
は
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
い
。

　

や
は
り
、
現
地
で
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
た
人
の
手
で
丹
念
に
ス
ク
ラ
ッ

プ
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
グ
情
報
が
唯
一
無
二
の
デ
ー
タ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

今
、
手
元
に
は
、『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
記
事
と
、
広
く
公
開
さ
れ
て
い
る
記
事
検
索
サ
ー
ビ

ス
の
結
果
を
比
べ
て
み
る
。

資料３　新聞記事（郷土関係）見出し検索（長崎県立図書館 HP）
出所：http://www.lib.pref.nagasaki.jp/newspaper/index.php（2016.6.10 閲覧）
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当
時
、
被
災
住
民
に
と
っ
て
は
最
大
の
関
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
被
災
地
の
砂
防
ダ
ム
建
設
構
想
を
報
じ
た
記
事
を
掘
り
下
げ
て

み
た
。
一
九
九
二
年
二
月
二
二
日
発
表
の
砂
防
ダ
ム
建
設
構
想
を
め
ぐ
る
記
事
な
の
で
『
毎
日
』「
毎
索
」
で
翌
日
二
三
日
と
そ
の

後
数
日
の
日
付
で
検
索
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
検
索
結
果
と
な
り
二
件
ヒ
ッ
ト
し
た
。

10　

長
崎
県
が
雲
仙
に
火
砕
流
防
止
堤
防
建
設
計
画
、
３
０
０
戸
移
転
も　

住
民
に
厳
し
い
内
容

毎
日
新
聞 1992.02.23 

大
阪
朝
刊 

二
七
頁 

社
会
（
全
一
三
五
〇
字
）

11　

３
０
０
戸
移
転
の
計
画　

雲
仙
・
普
賢
岳
の
砂
防
・
治
山
の
基
本
構
想
を
住
民
代
表
に
提
示　

毎
日
新
聞 1992.02.23 

東
京
朝
刊 

二
六
頁 

社
会
（
全
六
一
一
字
）

　

二
件
の
記
事
の
う
ち
「
11
」
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
東
京
版･

朝
刊
に
載
っ
た
記
事

が
出
て
く
る
。
こ
れ
を
『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
該
当
記
事
と
並
べ
て
み
る
（
資
料
４
）。『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
』
に
は
、
同
日
に
現
場
を
取
材
し
た
複
数
の
社･

記
者
の
記
事
が
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
あ
る

一
ペ
ー
ジ
に
長
崎
版
・
各
紙
の
記
事
が
並
ぶ
（
そ
の
あ
る
一
ペ
ー
ジ
か
ら
。
左
が
『
毎
日
』
長
崎
、
下
が
『
長
崎
』）。
こ
の
同
一
日
の
数

ペ
ー
ジ
を
手
繰
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社･

記
者
の
独
自
の
視
角
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
並
べ
て
見
る
と
、
事
実
通

知
に
と
ど
ま
る
東
京
版･

朝
刊
に
比
べ
て
、
現
地
版
の
諸
記
事
か
ら
は
、
現
場
の
雰
囲
気
や
、
取
材
対
象
者
の
顔
色
と
合
わ
せ
て
記

者
の
息
遣
い
ま
で
も
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
が
あ
っ
た
の
か
は
東
京
版
の
通
知
で
わ
か
る
が
、
そ
こ
で
ど
の
よ

う
に
事
が
起
き
て
い
た
の
か
は
、
現
地
版
か
ら
の
み
伝
わ
っ
て
く
る
。

２
︲
２
．
テ
ー
マ
別･

新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
月
刊
誌

Ｐ
Ｄ
Ｆ
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さ
て
、
そ
こ
で
筆
者
の
こ
う
し

た
も
く
ろ
み
に
沿
う
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
果
た
し
て
な
い
も
の
な
の
か
、

新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
か
わ

き
り
に
そ
の
周
辺
を
こ
の
数
年
渉

猟
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

事
業
趣
旨
と
し
て
は
合
致
し
そ
う

な
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
い
く
つ

か
見
出
さ
れ
て
き
た
。

「
新
聞
か
ら
で
き
た
本 

こ
ど
も
」

と
は

　
「
全
国
の
新
聞
か
ら
こ
ど
も
に

関
す
る
記
事
を
集
め
た
、
ユ

ニ
ー
ク
で
便
利
な
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
月
刊
誌
で
す
」

朝
日
、
産
経
、
東
京
、
毎
日
、

読
売
他
、
全
国
紙･

地
方
紙
の

新
聞
か
ら
幼
小
児
に
関
係
す
る

記
事
を
切
り
抜
い
て
編
集
す
る

資料４　全国紙（右上）と地方紙の紙面の比較
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新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
誌
で
す
。
い
ま
、
幼
児
教
育
、
保
育
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
が
何
に
悩
み
、
何
に
喜
び
を
見
出
す
か
の 

視
点
に
基
づ

き
、
各
新
聞
紙
か
ら
記
事
を
収
集
し
て
大
切
に
編
集
し
て
い
ま
す
。
従
事
者
の
心
と
保
護
者
・
家
族
の
心
を
結
ぶ
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、

児
童
を
取
り
巻
く
現
状
か
ら
考
え
て
い
く
た
め
の
中
身
が
全
部
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
誌
で
す
。

　

雑
誌
感
覚
で
読
み
や
す
い
Ａ
４
版
の
88
頁
、
資
料
と
し
て
も
便
利
な
目
次
や
キ
ー
ワ
ー
ド
索
引
の
ペ
ー
ジ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
月
の
１
か
月
分
の
新
聞
記
事
を
ま
と
め
て
項
目
毎
に
読
み
や
す
く
編
集
し
翌
月
の
15
日
に
発
行
し
ま
す
。

　

一
般
の
書
店
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
送
料
無
料
で
翌
月
15
日
前
後
に
は
、
お
客
様
へ
直
接
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
当
社
か

ら
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

本
誌
に
掲
載
の
記
事
は
、
新
聞
各
社
様
の
使
用
許
諾
を
得
た
上
で
発
行
し
て
い
ま
す
。（
傍
線
は
引
用
者
）

（
く
ま
の
み
出
版
Ｈ
Ｐ
よ
り　

http://kum
anom

i.co.jp/book-m
edical.htm

l

、2016.6.10

閲
覧
）

　

当
該
サ
ー
ビ
ス
は
ま
だ
、
数
領
域
（「
こ
ど
も
」「
医
療
と
健
康
」）
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
月
の

創
刊
で
あ
る
か
ら
（
記
事
は
そ
の
前
月
分
か
ら
収
集･

掲
載
）、
そ
れ
以
前
の
記
事
を
望
む
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
（
さ
ら
に
、「
全

国
紙･

地
方
紙
の
新
聞
か
ら
…
…
関
係
す
る
記
事
を
切
り
抜
い
て
編
集
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
上
記
で
眺
め
た
究
極
の
ロ
ー
カ
ル
版
ま
で
は
網

羅
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

例
え
ば
、
雲
仙･

普
賢
岳
噴
火
災
害
に
関
し
て
、
上
記
「
新
聞
か
ら
で
き
た
本
…
…
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
朝
日
、
産
経
、
東
京
、

毎
日
、
読
売
他
、
全
国
紙･

地
方
紙
の
新
聞
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
関
係
す
る
記
事
を
切
り
抜
い
て
編
集
す
る
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
誌
」（
傍
点
0

0

筆

者
）
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
閲
覧･

活
用
し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
過
去
に
遡
っ
て
こ
れ
を
揃
え
て
公
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

２
︲
３
．
ロ
ー
カ
ル
紙
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
展
開
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現
実
的
に
は
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
版
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
過
去
に
遡
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
広
く
一
般
公
開
さ
れ
て
は

お
ら
ず
、
ま
た
、
全
国
紙
地
方
版
や
地
方
紙
で
、
ロ
ー
カ
ル
紙
面
を
そ
の
ま
ま
保
存･

公
開
し
て
あ
る
と
こ
ろ
も
少
な
い
。
筆
者
の

研
究
室
に
は
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
発
災
（
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
）
か
ら
五
年
間
、
定
期
購
読
し
た
大
阪

（
関
西
、
神
戸
等
）
版
の
『
朝
日
』『
毎
日
』『
読
売
』『
神
戸
』
朝
夕
刊
が
全
て
保
存
さ
れ
て
い
る
が
（
写
真
３
）、
今
で
も
時
た
ま
各

紙
記
者
が
当
時
の
記
事
を
あ
さ
り
に
や
っ
て
く
る
。
あ
の
時
の
あ
の
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
他
紙
0

0

が
）
8
（

ど
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い

た
の
か
（
中
央
の
縮
刷
版
に
は
載
ら
な
い
地
方
の
出
来
事
）、
確
か
め
に
く
る
。

　

各
紙
が
今
か
ら
過
去
に
遡
っ
て
、
紙
面･

記
事
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
（
そ
し
て
公
開
）
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
代
り
各
地
方
紙
で
は
、
現
況
の
デ
ジ
タ
ル
版
を
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
時
代
、
様
々
に
つ
な
い
で
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
工
夫
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
（
本
稿
の
趣
旨
に
は
直

接
は
合
致
し
な
い
が
、
そ
の
展
開
例
の
み
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
）。

　
『
河
北
新
報
』
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
河
北
新
報
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」（https://kacco.kahoku.

co.jp/

）
は
、
ブ
ロ
グ
作
成
者
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
、
東
北
の
街
や
地
域
、
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
人
々
（
ブ

ロ
ガ
ー
）
と
新
聞
社
を
つ
な
い
で
い
る
。
一
般
的
な
ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
と
違
い
、
自
ら
発
信
し
た
ブ
ロ
グ
記
事
が
河
北
新
報
の
紙
面

に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。
既
存
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
相
互

利
用
、
す
な
わ
ち
水
平
展
開
例
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
こ
に
五
〇
～
一
〇
〇

年
分
の
記
事
デ
ー
タ
が
蓄
積･

提
供
さ
れ
て
、
い
わ
ば
時
間
軸
資
料
と
し
て

縦
糸
と
し
て
示
さ
れ
て
い
れ
ば
（
す
な
わ
ち
、
垂
直
展
開
）、
こ
れ
に
横
糸

（
相
互
利
用
と
し
て
の
水
平
展
開
）
が
絡
む
こ
と
で
、
重
厚
な
情
報
の
醸
成
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

写真３　研究室に保存
されている阪
神・淡路大震
災関連の新聞
地方版

出所：筆者撮影（2016.7.8）
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ま
た
、
現
在
進
行
形
の
震
災
取
材
記
事
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ネ
ッ
ト
公
開

さ
れ
て
い
る
。
熊
本
地
震
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日
、
発
災
）
を
扱
う
『
熊

本
日
日
新
聞
』
が
そ
れ
で
あ
る
（
資
料
５
）。
同
紙
Ｈ
Ｐ
で
は
、
地
震
に
関

連
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
て
、
毎
日
数
記
事
ず
つ
（
発
災
か
ら
一
か
月
分

に
関
し
て
は
「
熊
本
地
震 

熊
日
紙
面
（
五
月
一
四
日
分
ま
で
）」
と
し
て
）
ネ
ッ

ト
公
開
し
て
い
る
。
非
常
に
綺
麗
な
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
で
き
る
。
発

災
当
初
か
ら
の
事
態
の
展
開
を
紙
面
で
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
発
災
一
か
月
分
の
版
に
つ
い
て
も
「
紙
面
（
一

部
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
」
と
制
約
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
同
紙
に
掲
載
さ

れ
た
全
て
の
ペ
ー
ジ
を
振
り
返
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
有
償
デ

ジ
タ
ル
版
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
同
社
に
は
読
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

「
思
い
出
新
聞
」
と
し
て
「
一
八
八
八
（
明
治
二
一
年
）
一
〇
月
九
日
創
刊
の

「
九
州
日
日
新
聞
」、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
年
）
四
月
一
日
創
刊
の
「
九
州

新
聞
」
か
ら
購
入
が
で
き
ま
す
」
と
し
て
有
償
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ま
た
、

「［
有
料･
朝
刊
一
部
一
二
〇
円
、
夕
刊
一
部
五
〇
円
］
過
去
一
年
間
の
新
聞

を
保
存
し
て
い
ま
す
」
と
し
て
「
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
」
の
有
料
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。
熊
本
地
震
に
関
し
て
は
、
読
者
サ
イ
ド
で
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
発
災
か
ら
の
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
は
作
れ
る
が
、『
熊
日
』（
有

償
）
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
電
子
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
網
羅
的

資料５　「熊本地震 熊日紙面」
出所：http://kumanichi.com/saigai_shimen/（2016.6.10 閲覧）
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に
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
同
震
災
を
ロ
ー
カ
ル
で
扱
う
新
聞
と
し
て
は
、（『
朝
日
』『
毎
日
』『
読
売
』
地
方
版
の
他
に
は
）『
西
日
本
新
聞
』
が
あ
り
、

同
紙
で
は
「
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
月
額
固
定
料
金
の
学
校･

図
書
館
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、「
一
九
八
九

年
一
月
（
平
成
元
年
）
か
ら
朝
夕
刊
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
」
が
「
西
日
本
新
聞
の
地
方
版
を
ほ
ぼ
全
て
」
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
い
る
（http://c.nishinippon.co.jp/service/database.php

）。
発
災
か
ら
数
か
月
た
っ
た
今
、
当
該
被
災
地
で
の
ロ
ー

カ
ル
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
作
成
は
、
こ
う
し
た
各
紙
種
々
の
デ
ジ
タ
ル
記
事
提
供
サ
ー
ビ
ス
も
睨
み
つ
つ
網
羅
的
な
資
料
と
し
て
の

閲
覧
を
目
論
む
と
き
、
や
は
り
現
地
で
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
た
人
の
手
で
丹
念
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
グ･

ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
が
唯
一
無
二
の
デ
ー
タ
な
の
だ
と
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

３
．『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
と
手
順

　

筆
者
は
こ
の
た
び
、
噴
火
災
害
対
応
の
履
歴
を
た
ど
る
必
要
性
か
ら
同
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
評
価
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

を
利
用･

評
価
す
る
地
元
の
方
々
の
目
的･

相
談
内
容
を
司
書
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
地
元･

国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
活

躍
、
名
水
百
選
の
ま
ち
づ
く
り
、
島
原
城
や
武
家
屋
敷
に
関
す
る
観
光
事
業
、
三
県
架
橋）9
（

を
含
む
地
域
振
興
、
各
選
挙
戦
…
…
等
々

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
全
国
紙･

東
京
版
で
逐
次
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
る
ネ
タ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
地
で
の
同
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
の
ニ
ー
ズ
の
厚
さ
が
理
解
で
き
る
。

　

一
つ
に
は
こ
の
意
味
で
（
す
な
わ
ち
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
：
郷
土
事
象
の
掌
握
）、
同
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
手
を

入
れ
る
（
デ
ジ
タ
ル･

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
検
索･

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
）
意
義
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

ま
た
、
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
と
こ
ろ
の
災
害
社
会
学
的
意
義
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
島
原
の
被
災
体
験･

対
応
履
歴
を
学
び
た
い
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他
（
被
災･

未
被
災
）
地
区
が
全
国
各
地
に
様
々
に
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
同
じ
噴
火
と
い
う
災
害
因
に
よ
る
被
災
を
経

験
し
た
他
地
区
で
は
、
先
例
の
対
応
を
学
び
た
い
（
最
近
、
全
国
各
地
の
火
山
が
噴
煙
を
上
げ
始
め
て
い
る
）。
ま
た
、
島
原
の
噴
火
災

害
へ
の
諸
対
応
の
一
つ
ず
つ
を
分
節
化
し
て
と
ら
え
て
理
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の
被
災
状
況
に
当
て
は
め
て
考
え
て
い
き
た
い

他
災
害
因
に
よ
る
（
未
）
被
災
地
区
も
あ
る
。
広
く
全
国
の
未
被
災
地
区
で
は
、
自
地
区
の
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て

彼
の
地
の
同
型
対
応
事
例
を
学
ん
で
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
島
原
の
噴
火
災
害
対
応
の
履
歴
は
、
全
国
各
地
で

様
々
な
学
び
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
び
の
希
望
者
が
適
宜
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
よ
っ
て
、
島
原
の
対
応
履
歴
を
引

き
出
せ
る
と
い
い
。

　

当
該
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
始
め
て
四
半
世
紀
を
経
た
今
、
い
さ
さ
か
遅
き
に
失
し
た
感
も
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
こ

の
数
年
、
全
国
各
地
で
火
山
が
噴
火
し
、
あ
る
い
は
（
大
都
市
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
対
応
履
歴
で
は
な
く
）
中

山
間
地
の
被
災
対
応･

復
興
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
被
災
事
象
が
続
き）（（
（

、
あ
ら
た
め
て
島
原
の
噴
火
対
応
の
履
歴
を
丁
寧
に
さ
ら
い

再
評
価
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
地
元
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
網
羅
的
に
渉
猟
し
た
一
次
資
料
を
今
、
あ
ら

た
め
て
整
理
し
て
世
に
開
く
意
義
は
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況･

認
識
の
も
と
、
島
原
図
書
館
に
『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
ご
相
談
を
し
た

と
こ
ろ
、
快
諾
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
作
業
が
始
ま
っ
た
。
以
下
、
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
お
よ
び
そ
れ
と
並
行
し
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
公
開
規
定
の
検
討
に
つ
い
て
、
経
緯
と
現
況
を
記
し
て
お
く
。

３
︲
１
．
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
：
各
記
事
の
画
像
化

　
『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
は
Ａ
３
判
用
紙･

表
裏
に
、（
色
褪
せ
対
策
と
し
て
）
コ
ピ
ー
さ
れ
た
後
に
切
り
抜
か
れ
た

各
記
事
が
所
狭
し
と
貼
り
出
さ
れ
て
い
て
（
写
真
４
）、
こ
れ
が
一
五
〇
枚
（
表
裏
両
面
で
三
〇
〇
枚
）
ほ
ど
、
厚
さ
に
し
て
四
㎝
く
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ら
い
ず
つ
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
こ
れ
が
四
〇
冊
ほ
ど
あ
り

（
一
九
九
〇
年
四
月
一
日
～
一
九
九
六
年
六
月
三
〇
日
、
写
真
２
参
照
）、
ま
ず
こ
れ
ら
を

図
書
館
か
ら
借
り
出
し
（
借
り
出
す
に
際
し
て
は
、
図
書
館
に
「
特
別
貸
与
申
請
書
」

を
提
出
）
研
究
室
に
郵
送
し
た
。

　

開
梱
し
て
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
出
し
、
一
冊
を
ば
ら
し
て
、
Ａ
３
判
両
面
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
記
事
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る
（
写
真
５
）。
こ
れ
が
約
一
万
二
〇
〇
〇
枚
ほ

ど
。
Ａ
３
判
用
紙
に
は
複
数
の
記
事
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ト
リ

ミ
ン
グ
し
て
一
記
事
を
一
画
像
（.jpg

）
と
し
て
保
存
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
画
像
番

号
（19920223A

01

＝
一
九
九
二
年
二
月
二
三
日
『
朝
日
新
聞
』
記
事
01
。
同
日
の
『
朝

日
』
に
も
う
一
つ
記
事
が
あ
れ
ば19920223A

02

、
三
つ
め
が
あ
れ
ば19920223A

03

と

な
る
）
を
付
す
。
お
お
よ
そ
五
万
点
余
（
写
真
４
の
よ
う
に
、
Ａ
３
判
用
紙
一
枚
に
三

～
四
つ
の
記
事
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
）
の
記
事
が
画
像
と
し
て
確
保
さ
れ
た
。

　

３
︲
２
．
記
事
の
書
誌
的
事
項
の
書
き
出
し
：
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
の
作
成

　

記
事
一
つ
ず
つ
に
書
誌
的
事
項
を
付
与
し
て
い
く
。
こ
れ
は
以
下
に
例
示
す
る
小

平
市
立
図
書
館
の
記
事
登
録
規
則
に
倣
っ
た
。
同
図
書
館
で
は
、
新
聞
名
／
掲
載
日

／
朝
夕
刊
／
版
／
面･

段
／
見
出
し
（
抄
録
）
／
別
刷
り
名
／
写
真･

図
表
の
有
無

／
シ
リ
ー
ズ
名
／
巻
次
、
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
私
た
ち
は
、『
島
原
図
書
館
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
表
示
情
報
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
う
ち
、
新
聞
名
／
掲
載
日
／
見

写真４　A3 判に綴じられた『島原図書
館新聞スクラップ帳』

出所：筆者撮影（2016.7.8）

写真５　『島原図書館新聞スクラップ
帳』のスキャニング作業

出所：筆者撮影（2016.7.8）
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出
し
／
写
真･

図
表
の
有
無
、
を
採
っ
た
。
朝
夕
刊
の
別
、
版･

面
・
段
な
ど
に
つ
い
て
は
各
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
に
は
明
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
省
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
か
わ
り

（
後
に
触
れ
る
が
、
検
索
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
）
一
つ
の
記
事

に
つ
い
て
、「
見
出
し
」
を
最
大
五
つ
ま
で
拾
う
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
に
転
記
し
て
い
っ
た
（
記
事

一
点
が
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
一
行
）。

　

３
︲
３
．
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
と
検
索
手
続
き

　

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
上
で
、
画
像
番
号
と
各
記
事
（.jpg

）
は
、

ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
で
結
ん
だ
。
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
上
の
任
意
の
画

像
番
号
（
例
：
画
像U

RL199（0101N
G.jpg

。
例
は
、
資
料
６
の
エ

ク
セ
ル
表
の
最
上
段
の
記
事
）
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
記
事

が
画
像
と
し
て
出
て
く
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
つ

の
見
出
し
の
列
の
各
一
行
目
は
プ
ル
ダ
ウ
ン
と
し
た
。
そ
こ
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
「
実
行
」
す
る
（
リ
タ
ー

ン
・
キ
ー
を
押
す=

す
な
わ
ち
「
検
索
」
す
る
）
と
、
そ
の
言
葉
を

含
む
見
出
し･

記
事
が
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
出
て
く
る
仕
組
み

を
取
り
入
れ
た
（
資
料
６
）。

資料６　『島原図書館新聞スクラップ帳』のエクセル統合書誌的情報表示画面
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３
︲
４
．
公
開
の
諸
手
続
き

　

五
万
点
余
の
記
事
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
、
そ
の
各
々
の
記
事
の
見
出
し
を
含
む
記
事
の
書
誌
的
情
報
が
入
力
さ
れ
て
、
記
事
本

体
画
像
と
統
合
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
完
成
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
、
人
海
戦
術
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
で
あ
る
。
学
部
ゼ
ミ

生
の
調
査
実
習
の
一
環
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
練
習
と
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
（
写
真
６
）。

　

さ
て
、
次
に
、
こ
れ
を
公
開･

一
般
利
用
し
て
い
く
た
め
の
利
用
規
定
を
関
係
各
機
関
と
協
議･

吟
味
の
上
、
定
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
留
意
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
そ
も
そ
も
の
著
作
権
を
有
す
る
新
聞
社）（（
（

と
の
協
議
、
も
う
一
つ

は
、
利
用
者
へ
の
諸
規
定
の
周
知･
指
導
で
あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
図
書
館
・
資
料
館
を
た
ず
ね
、
同
様
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
な
段
取
り
で
作
成
し
て
き
た
か
、
そ
し
て
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
公
開
し
て
い
る
か
、
聞
き
取
り
し
た
。

　

３
︲
４
︲
１
．
長
崎
原
爆
資
料
館
～
司
書
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

　

島
原
図
書
館
作
成･

所
蔵
の
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
、
一
般
公
開
の

あ
り
か
た
を
見
極
め
る
た
め
、
島
原
か
ら
ほ
ど
近
い
県
内
、
長
崎
原
爆
資
料
館
図
書
室
で

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
よ
う
と
同
館
を
た
ず
ね
た
。

　

同
館
図
書
室
で
は
、
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
以
来
、
継
続
し

て
い
る
。
そ
の
成
果
は
圧
巻
で
、
開
架
と
し
て
手
に
取
っ
て
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る

（
写
真
７
）。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
作
成
作
業
を
拝
見
し
た
。
毎
日
、
司
書
が
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、
ま

写真６　『島原図書館新聞スクラップ
帳』エクセル統合書誌的情
報作成作業

出所：筆者撮影（2016.7.6）
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ず
は
関
連
す
る
紙
面
を
コ
ピ
ー
（
新
聞
原
紙
の
劣
化
防
止
）
し
た
後
、
当
該
記
事
を
切
り

抜
く
（
写
真
８
）。
こ
れ
を
日
ご
と
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
、
時
間
を
み
つ
け
て
エ
ク
セ
ル
入

力
（
年
月
日
、
新
聞
名
、
タ
イ
ト
ル
）
す
る
が
、
こ
れ
が
本
来
業
務
多
忙
の
た
め
滞
っ
て
し

ま
っ
て
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
二
〇
一
六
年
四
月
時
点
で
は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
の
ス

ト
ッ
ク
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
力
作
業
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
並
行
し
て
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
に
貼
り
つ
け
、
こ
れ
は
一
冊
分
が
貼
り
終
わ
る
と
随
時
、
開
架
書
棚
に
公
開
し
て
い

く
。

　

利
用
者
は
、
自
ら
の
関
心
に
即
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
申
し
出
る
と
、
司

書
が
こ
れ
を
内
部
Ｐ
Ｃ
で
検
索
し
、
当
該
記
事
情
報
を
伝
え
、
利
用
者
は
開
架
書
棚
か
ら

該
当
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
手
に
取
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
分
類
は
、
以
下
の
九
領
域
で

あ
っ
た
。「
１
．
被
爆
者･

被
爆
当
時
の
施
設
、
団
体
、
組
織
」、「
２
．
医
療･

行
政･

福
祉
」、「
３
．
慰
霊･

法
要
」、「
４
．
資
料･

記
録
」、「
５
．
調
査･

研
究
」、「
６
．
団

体･
平
和
教
育･

都
市
」、「
７
．
原
爆
投
下
」、「
８
．
核
軍
縮･

核
平
和
利
用
」、「
９
．

文
化
活
動･
論
説･

そ
の
他
」。
こ
れ
に
、
こ
の
た
び
、「
10
．
福
島
原
発
関
連
」
が
加

わ
っ
た
。

　

利
用
者
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
手
に
取
り
、
目
当
て
の
記
事
に
た
ど
り
つ
く
。
当
該
ペ
ー

ジ
の
コ
ピ
ー
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
著
作
権
等
の
規
則
を
口
頭
で
伝
え
指
導
の
上
、

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。　

写真８　長崎原爆資料館図書室の
新聞スクラップ帳作成風
景

出所：筆者撮影（2016.（.30）

写真７　長崎原爆資料館図書室
の開架 ･ 閲覧可能な新
聞スクラップ帳

出所：筆者撮影（2016.（.30）
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３
︲
４
︲
２
．�

小
平
市
立
図
書
館
～
著
作
権
処
理

と
閲
覧･

コ
ピ
ー
の
指
導

　

東
京
都
小
平
市
で
は
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、

「
こ
の
サ
イ
ト
は
、
昭
和
五
二
年
度
か
ら
、
朝
日
・

読
売
・
毎
日
・
日
経
・
産
経
・
東
京
新
聞
等
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
の
中
で
、
図
書
館
に
関
す
る
記
事
及
び

小
平
市
に
関
す
る
記
事
の
切
り
抜
き
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
も
の
で
す
」
と
し
て
「
新
聞
記
事
検
索

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
資
料
７
）
を
作
成
し
て
い
て
、

図
書
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
こ
こ
に
入
り
、
記
事
概
要
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
新
聞
記

事
自
体
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
、
コ
ピ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
化･

入
力
、
製
本
さ
れ
て
、『
小
平
市
に
関
す
る

新
聞
記
事
切
抜
き
』
と
し
て
毎
年
一
冊
刊
行
さ
れ
て

い
る
（
写
真
９
）。
そ
の
作
業
過
程
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

市
内
数
か
所
あ
る
図
書
館
分
館
の
う
ち
上
宿
図
書

館
に
て
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
の
方
々
が
、
図
書
館
で

資料７　小平図書館の HP（新聞記事検索データベース）
出所：https://library.kodaira.ed.jp/np/index.html（20160610 閲覧）

写真９　『小平市に関する新聞記事切抜き』（冊子）
出所：筆者撮影（2016.6.11）
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定
期
購
読
し
て
い
る
新
聞
各
紙
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
図
書
館
で
は
独
自
に

「
小
平
市
新
聞
記
事
登
録
規
則
」
を
作
成
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
業
が
行
わ
れ
て

い
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
記
事
は
台
紙
に
貼
ら
れ
て
コ
ピ
ー
さ
れ
、
そ
の
素
材
は
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
「
記
事
の
書
誌
的
事
項
」（
新
聞
名
／
掲
載
日
／
朝
夕
刊
／
版
／
面･

段
／
別
刷
り
名
／
見
出
し
（
抄
録
）
／
写
真･

図
表
／
シ
リ
ー
ズ
名
／
巻
次
）
が
Ｐ
Ｃ
入
力

さ
れ
る
。
一
年
分
素
材
が
た
ま
る
と
製
本
さ
れ
て
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

　

そ
の
閲
覧
過
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
利
用
者
は
図
書
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
「
新
聞
記
事

検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
入
り
、「
新
聞
名
」
や
「
掲
載
日
」「
分
類
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
、
前
記
画
面
（
資
料
７
）
の
情
報
を
引
き
出
す
。
こ
れ
を
自
身
で

引
き
写
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
と
、
閉
架
書
庫
か
ら
当
該
図
書

が
届
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
は
一
冊
ず
つ
「
Ｋ
／
Ａ
７
／
１
０
」
な
ど
の
請
求
番
号
が
付
さ
れ
て
い
て
、

一
冊
の
本
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
の
本
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
す
る
際
に
は
、
著
作
権･

複
製
権
に
基
づ
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
て
、
コ
ピ
ー
で
き
る
の
は
一
冊
の
半
分
ま
で
と
な
る
こ
と
が
小
中
学
生
に

も
口
頭
で
丁
寧
に
教
授
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
で
は
、
利
用
者
各
自
が
指
定

し
た
日
付
、
記
事
の
（
一
ペ
ー
ジ
お
よ
び
そ
の
前
後
の
数
ペ
ー
ジ
の
）
コ
ピ
ー
の
み
を
望

む
の
で
、
こ
の
一
冊･

千
数
百
ペ
ー
ジ
の
半
分
を
超
え
る
コ
ピ
ー
の
希
望
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
。
ま
た
、
記
事
に
添
え
ら
れ
て
い
る
写
真
の
み
を
コ
ピ
ー
し
て
使
う
こ
と
は
、

資料８　「水俣病公式確認 50 年　水俣病関連資料の公開」サイト（熊本大学附属
図書館）

出所：http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/suishin/minamata/5chronicle/index.html（20160610 閲覧）
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こ
れ
は
ま
た
写
真
に
関
わ
る
著
作
権
に
基
づ
き
別
に
規
制
さ
れ
て
い
る
（
新
聞
社
許
諾
を
別
に
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
）
の
で
、
コ

ピ
ー
の
際
に
は
、
検
索
さ
れ
た
該
当
ペ
ー
ジ
（
記
事
）
全
体
の
コ
ピ
ー
を
と
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
平
市
立
図
書
館
で
は
、
制
度
化
さ
れ
た
図
書
館
業
務
の
一
環
と
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
一
冊
の
本
と
し
て
図
書
化
さ
れ
て
登
録
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
該
当
個
所
の
コ
ピ
ー
は
著
作
権･

複

製
権
に
基
づ
き
運
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
規
定
に
関
す
る
教
授
が
窓
口
で
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

３
︲
４
︲
３
．�

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
新
聞
記
事
見
出
し
に
よ
る
水
俣
病
関
係
年
表
）
―
―
記
事
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
一
部
公
開

　

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
当
地
の
水
俣
病
問
題
に
関
す
る
地
元
各
紙
の
記
事
を
整
理･

一
部
公
開
し
て
い
る
（
資
料
８
）。

　

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
Ｈ
Ｐ
上
の
「
水
俣
病
公
式
確
認
五
〇
年　

水
俣
病
関
連
資
料
の
公
開
」
サ
イ
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
水
俣

病
に
対
す
る
大
学
の
取
り
組
み
が
概
略
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
平
成
一
八
年
に
水
俣
病
公
式
確
認
五
〇
年
を
期
に
一
部
公
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
諸
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
2.
新
聞
記
事
見
出
し

に
よ
る
水
俣
病
関
係
年
表
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
開
い
て
み
る
。
サ
イ

ト
は
年
表
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
画
面
左
の
「
新
聞
記
事
見
出
し
に
よ
る
水
俣
病

関
係
年
表
１
９
５
６
―
１
９
７
１
」
か
ら
「
年
」
を
選
択
し
て
、
出
て
く
る
各
年

の
記
事
の
一
覧
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
は
、「
新
聞
名
」「
年
月
日
」

「
記
事
見
出
し
」
の
み
で
あ
る
が
、「
見
出
し
」
を
追
う
だ
け
で
も
、
事
態
の
年
次

展
開
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
記
事
見
出
し
の
う
ち
青
文
字
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
記
事
現
物
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
番
最
初
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
閲
覧
可
能
記
事
「
井
戸
水
か
ら
ホ
リ
ド
ー
ル
検
出
、
水
俣
の
奇
病
」（
一
九
五

資料９　水俣病関連新聞記事スク
ラップ

出所：http://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/
suishin/minamata/5chronicle/index.
html（2016.6.10 閲覧）
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六
年
五
月
一
八
日
『
熊
日
』）
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
出
て
く
る
記
事
（
資
料
９
）
は
、
実
名
箇
所
が
黒
塗
り
さ
れ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
以
下
の
注
意
書
き
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

お
こ
と
わ
り
と
お
ね
が
い

　

こ
れ
か
ら
ご
覧
に
な
る
見
出
し
や
記
事
に
は
、
個
人
や
法
人
を
特
定
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
的
価
値
お
よ
び
学
術
的
価
値
に
鑑
み
、
あ
え
て
原
記
事
の
と
お
り
に
表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
点
に
ご
留
意
の
上
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
お
取
り
扱
い
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
充
分
注
意
を
払
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
不
都
合
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
以
下
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

http://w
w
w
.lib.kum

am
oto-u.ac.jp/suishin/m

inam
ata/5chronicle/index.htm

l

（2016.6.10

閲
覧
）

研
究
者
サ
イ
ド
の
配
慮
（
現
場
に
対
峙
す
る
倫
理
規
定
）
が
適
切
に
表
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

現
時
点
で
は
一
九
五
六
―
一
九
七
一
年
に
限
定
さ
れ
た
記
事･

年
表
の
公
開
で
あ
る
が
、「
今
回
公
開
し
た
も
の
は
、
膨
大
な
資

料
の
一
部
で
す
。
今
後
と
も
継
続
し
て
事
業
を
進
め
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
所
存
で
す
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
今

後
も
更
新･

公
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
に
関
し
て
は
、

一
九
七
一
年
ま
で
の
熊
本
日
日
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
（
順
不
同
）
の
水
俣
病
関
係
記
事
見
出
し
を
年
代
順
に
配
列
し

た
も
の
で
す
が
、
一
部
は
原
記
事
全
文
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
へ
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
原
記
事
へ
の
リ
ン
ク
に
際
し
て
は
、
私
権
の
保
護

の
観
点
か
ら
選
択
し
ま
し
た
。
熊
本
日
日
新
聞
社
原
記
事
へ
の
リ
ン
ク
の
許
諾
に
つ
い
て
は
同
社
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
し
ま
す
。
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http://w
w
w
.lib.kum

am
oto-u.ac.jp/collections/m

inam
ata/

（2016.6.10

閲
覧
）

と
あ
る
よ
う
に
、
特
に
『
熊
本
日
日
新
聞
』
に
は
許
諾
を
と
り
つ
け
て
原
記
事
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
公
開
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
旨
、
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。

４
．『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
般
公
開
の
留
意
点

　

被
災
各
地
の
公
立
図
書
館
等
で
、
定
期
購
読
す
る
ロ
ー
カ
ル
紙
を
活
用
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
成
す
る
さ
い
の
作
業
手
順
（
デ

ジ
タ
ル
化
）
と
公
開
手
順
（
著
作
権･
複
製
権
遵
守
と
指
導
）
に
つ
い
て
、
先
例
を
見
て
き
た
。
こ
れ
を
も
と
に
こ
の
た
び
、『
島
原

図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
公
開
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
以
下
の
三
点
が
留
意
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
1.
新

聞
社
と
の
事
前
協
議
（
著
作
権･

複
製
権
）、
2.
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
必
須
項
目
、
3.
利
用
者
へ
の
現
場
指
導
。

４
︲
１
．
新
聞
社
と
の
事
前
協
議
（
著
作
権･

複
製
権
）

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
成･

公
開
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
市
民
利
用
の
現
場
で
の
諸
規
定
の
運
用
（
現
場
指
導
）
と
併
せ
て
、
す

な
わ
ち
、
前
記
１
と
３
を
併
せ
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
を
、
事
前
に
各
新
聞
社
に
届
け
出
て
お
く
。
小
平
市
立
図
書
館
の
場
合
は
、
毎
年
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
と
し
て
製
本
し
て
い
く
こ
と
（
し
た
が
っ
て
、
刊
行
さ
れ
た
図
書
と
し
て
請
求
番
号
を
保
持
す
る
こ
と
と
な
る
）
ま
で

を
事
前
に
届
け
出
て
い
る
。
製
本･

刊
行
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
ず
と
も
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
と
し
て
図
書
館
の
請
求
番
号
を
付
す
と

こ
ろ
ま
で
と
す
る
場
合
も
（
長
崎
原
爆
資
料
館
図
書
室
の
例
）、
そ
の
よ
う
な
形
態
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
保
管
し
て
い
く
こ
と
を
事
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前
に
届
け
出
て
お
く
。

　

こ
の
た
び
、『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
一
九
九
六
年
度
ま
で
の
記
事
が
す
で

に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
新
聞
社
に
対
し
て
は
事
後
承
諾
を
と
る
こ
と
と
し
て
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
の
よ
う
に
）、

こ
う
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
作
成
経
緯
と
公
開
手
続
き
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
届
け
出
る
こ
と
と
す
る
。

４
︲
２
．
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
必
須
項
目

　

今
回
は
こ
の
よ
う
に
現
地
市
立
図
書
館
で
ま
と
め
ら
れ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。
小
平
市
立
図

書
館
の
よ
う
に
、「
記
事
の
書
誌
的
事
項
」
と
し
て
、
新
聞
名
／
掲
載
日
／
朝
夕
刊
／
版
／
面･

段
／
別
刷
り
名
／
写
真･

図
表
有

無
／
シ
リ
ー
ズ
名
／
巻
次
、
ま
で
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
い
だ
ろ
う
。『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
で
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
の
台
紙
に
鉛
筆
で
メ
モ
書
き
さ
れ
た
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
新
聞
名
／
掲
載
日
／
見
出
し
／
写
真･

図
表
の
有
無
、
が
採
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
記
事
の
書
誌
的
事
項
は
、
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
入
力

規
則
に
よ
る
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
の
作
成
）。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
書
誌
的
事
項
と
し
て
入
力
す
る
「
見
出
し
」
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

か
ぎ
り
多
く
、
す
な
わ
ち
大
見
出
し
の
み
な
ら
ず
、
中･
小
見
出
し
ま
で
労
力
を
厭
わ
ず
拾
っ
て
お
く
と
い
い
。
次
い
で
、
こ
の
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
す
る
段
ま
で
、
す
な
わ
ち
次
の
４
︲
３
の
直
前
ま
で
こ
こ
で
記
し
て
お
こ
う
。

　

こ
の
記
事
の
書
誌
的
事
項
を
網
羅
し
た
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
は
、
前
記
の
検
索
機
能
を
備
え
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
一
般
公
開
す

る
。
一
般
公
開
の
方
法
は
、
小
平
市
立
図
書
館
の
よ
う
に
、
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
該
当
箇
所
か
ら
リ
ン
ク
し
て
、
そ
の
検
索
サ
イ
ト
に
た

ど
り
着
け
る
よ
う
に
す
る
方
法
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
館
内
専
用
Ｐ
Ｃ
端
末
で
検
索
し
て
も
ら
う
こ
と
で
も
い
い
。
現
時
点
（
研
究

室
で
作
成
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
記
事
番
号
と
記
事
本
体
（jpg

画
像
）
は
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
で
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結
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
形
で
の
公
開
は
推
奨
で
き
な
い
。
次
の
４
︲
３
で
問
題
と
な
り
得
る
著
作
権･

複
製
権
に
関
わ
る
事
柄
で

あ
る
。
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
重
ね
て
、
該
当
記
事
の
記
事
番
号
を
入
手
し
た
利
用
者
は
、
そ
の
記
事
番
号
を
メ
モ
し
て

司
書
に
渡
す
。
司
書
は
、
館
内
専
用
Ｐ
Ｃ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
そ
の
記
事
（jpg

画
像
）
を
引
き
出
し
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
し
て
利
用

者
に
渡
す
。
専
用
Ｐ
Ｃ
（
司
書
利
用
限
定
）
で
は
、
記
事
番
号
と
記
事
本
体
（jpg

画
像
）
は
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
て
、
当
該
記
事
は
容

易
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
た
記
事
（jpg

画
面
）
の
元
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
ペ
ー
ジ

を
利
用
者
に
示
し
て
あ
げ
れ
ば
、
利
用
者
は
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ･

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
手
に
取
っ
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

小
平
図
書
館
で
は
製
本･
刊
行
さ
れ
て
請
求
番
号
が
付
さ
れ
た
該
当
年
度
刊
の
『
小
平
市
に
関
す
る
新
聞
記
事
切
抜
き
』
を
、
司

書
が
閉
架
書
棚
か
ら
取
り
出
し
て
利
用
者
に
閲
覧
さ
せ
る
。
長
崎
原
爆
資
料
館
で
は
、
利
用
者
か
ら
の
相
談
、
申
し
出
に
応
じ
て
、

司
書
が
キ
ー
ワ
ー
ド
を
司
書
専
用
Ｐ
Ｃ
に
入
力
し
て
、
該
当
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
請
求
番
号
を
検
索
し
、
当
該
冊
子
の
あ
り
か
を
利
用

者
に
伝
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
下
の
４
︲
３
の
著
作
権
に
関
わ
る
規
定
の
概
説
を
行
え
る
ス
テ
ッ
プ
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

４
︲
３
．
利
用
者
へ
の
現
場
指
導

　

こ
の
段
階
、
す
な
わ
ち
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
（
あ
る
い
はjpg
画
像
）
の
閲
覧
が
か
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
複
写
、
引
用
等
に
つ
い

て
の
規
定
を
教
授
し
、
併
せ
て
特
に
、
そ
の
記
事
情
報
を
論
文
等
に
記
載
す
る
際
の
新
聞
社
へ
の
届
け
出
作
法
に
つ
い
て
現
場
指
導

す
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
入
手
し
た
記
事
は
、
そ
れ
が
こ
う
し
て
取
得
し
た
コ
ピ
ー
（
あ
る
い
はjpg

画
像
）
で
あ
れ
、
毎
日
購
読
し

て
い
る
新
聞
か
ら
の
自
身
の
手
に
よ
る
切
り
抜
き
で
あ
れ
、
論
文
等
に
利
用
す
る
場
合
に
は
新
聞
社
か
ら
許
諾
を
取
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
厳
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
規
定
や
慣
行
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
当
該
窓
口
に
貼
り
出

し
て
お
い
て
、
詳
細
は
さ
ら
に
別
紙
を
読
み
込
む
よ
う
に
誘
導
す
る
こ
と
で
も
い
い
だ
ろ
う
。
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ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
の
形
態
や
、
書
誌
的
事
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
状
況
、
そ
の
記
事
（
画
像
）
の
保
管･

公
開
ス
タ
イ
ル
等
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
利
用
者
が
記
事
（
画
像
）
を
手
に
す
る
ま
で
の
経
路
や
ス
テ
ッ
プ
数
は
様
々
と
な
る
が
、
そ
れ
を
入
手
し

た
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
新
聞
社
が
ほ
ぼ
均
一
に
表
し
て
い
る
著
作
権
に
関
す
る
規
定
に
従
う
よ
う
指
導
が
必
要
と
な
る
。
最

後
の
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
教
育
情
報
機
関
と
し
て
の
図
書
館
が
適
切
に
対
処
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
、
こ
う
し
た
ス

ク
ラ
ッ
プ
帳
利
用
の
展
開･

深
化
の
礎
と
な
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
の
た
び
は
、
筆
者
が
こ
の
四
半
世
紀
、
折
に
触
れ
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
の
デ

ジ
タ
ル
化
作
業
の
意
義
を
再
確
認
し
て
、
そ
の
作
業
の
経
緯･

進
捗
状
況
を
記
し
つ
つ
、
そ
の
公
開
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
た
。
新

聞
業
界
で
は
紙
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
過
去
の
記
事
を
様
々
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
現
時
点
で
は
ま

だ
、
十
分
に
過
去
に
遡
っ
て
極
ロ
ー
カ
ル
の
記
事
が
網
羅
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
現
地
で

は
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
た
人
の
手
で
丹
念
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
各
紙
統
合
ア
ナ
ロ
グ･

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
が
唯
一
無
二
の
デ
ー

タ
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
独
自
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
り
つ
つ
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
図
書
館
の
取
り
組
み
状
況
に

学
び
な
が
ら
、
島
原
図
書
館
と
の
共
同
作
業
と
し
て
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
の
公
開
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

被
災
地
で
は
過
去
の
取
り
組
み
事
例
に
学
び
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
の
意
向
が
強
い
。
そ
こ
で
は
当
該
被
災
状
況
を
分
節
化
し
て
把

握
し
、
同
型
事
象
の
過
去
の
彼
の
地
の
取
り
組
み
状
況
を
様
々
に
渉
猟
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
、
古
今
内
外
の
ロ
ー
カ
ル

記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
諸
情
報
の
意
義
は
大
き
い
。
将
来
の
未
だ
見
ぬ
彼
の
被
災
地
に
資
す
る
た
め
に
も
、
被
災

地
の
既
存
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
（
記
事
）
の
デ
ジ
タ
ル
化･

公
開
の
意
義
は
大
き
い
。『
島
原
図
書
館
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
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化
事
業
を
進
め
て
、
こ
れ
が
例
え
ば
お
隣
の
現
況
の
被
災
地･

熊
本
の
方
々
に
閲
覧･

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
か
…
…
。
作
業･

公

開
規
定
の
確
定
を
急
ぎ
た
い
。

（
1
）　

岩
手･
宮
城
内
陸
地
震
（
二
〇
〇
八
年
）
の
被
災
地･

栗
駒
市
で
は
、
同
市
立
図
書
館
に
お
い
て
被
災
直
後
か
ら
『
平
成
二
十
年
度

岩
手･

宮
城
内
陸
地
震 

栗
駒
関
連
新
聞
記
事
①
～
⑤
』（
発
災
か
ら
丸
一
年
分
）
と
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
成
し
て
い
た
（
写
真
１
）。

筆
者
の
研
究
室
で
は
同
図
書
館
と
相
談
し
て
、
こ
れ
を
閲
覧･

館
外
特
別
貸
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
代
わ
り
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
（
そ
の
仕
様

等
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
島
原
図
書
館
の
も
の
と
同
型
で
あ
る
）
し
て
お
届
け
し
た
。
近
い
将
来
、
本
稿
で
扱
う
島
原
図
書
館
版
を
作
成

す
る
た
め
の
予
行
と
し
て
、
こ
れ
を
企
画
し
た
。

（
2
）　

既
存
法
制
度
が
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
資
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
な
っ
て
い
る
現
実
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
天
災･

人
災
と
い
う
認
識
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
新
た
な
造
語
と
し
て
「
法
災
」「
官
災
」
が
使
わ
れ
た
。

（
3
）　

我
々
東
京
グ
ル
ー
プ
の
母
体･
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
都
市
研
究
部
会
の
雲
仙
調
査
団
長･

浦
野
正
樹
助
教
授
（
当
時
）
の

演
習
授
業
を
受
け
た
同
大
卒
業
生
に
神
戸
金
史
記
者
（『
毎
日
新
聞
』･

当
時
）
が
い
て
、
雲
仙
取
材
陣
の
中
で
は
最
若
手
と
し
て
現
場

を
駆
け
回
っ
て
い
た
。
神
戸
、
一
九
九
五
を
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

（
（
）　

復
興
は
お
お
む
ね
都
市
基
盤
再
整
備
事
業
と
し
て
、
大
型
公
共
土
木
事
業
の
前
倒
し
実
施
と
な
る
の
で
、
よ
り
上
位
の
全
国
総
合
開

発
計
画
（
全
総
）
か
ら
演
繹
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
の
開
発
計
画
を
整
理
し
て
控
え
て
お
く
よ
う
に
す
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
作
成
主
体
で
あ

る
市
長
公
室･

企
画
局
を
ま
ず
は
訪
ね
、
次
い
で
建
設
省
各
地
方
建
設
局
（
現･

国
土
交
通
省
各
地
方
整
備
局
。
当
時
の
雲
仙
の
場
合
は
、

九
州
地
方
建
設
局
）
の
出
張
所
で
復
興
土
木
事
業
の
関
連
図
書
を
閲
覧･

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
。
ま
た
、
現
場
の
地
域
権
力
構
造
な
ど
の

理
解
の
た
め
に
情
報
公
開
室
で
、
広
報
・
議
会
報
・
議
会
議
事
録
の
三
点
セ
ッ
ト
を
数
十
年
分
閲
覧･

コ
ピ
ー･

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
。

そ
こ
に
は
前
記
の
全
総･

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
連
担
す
る
ロ
ー
カ
ル
開
発
計
画
の
審
議
過
程
が
漏
れ
な
く
記
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

で
拾
え
る
事
業
名
称
、
担
当
部
署
、
役
職･

氏
名
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
す
べ
き
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
目
星
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
5
）　

日
本
全
国
向
け
に
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
る
新
聞
は
一
般
的
に
全
国
紙
と
呼
び
、
こ
の
う
ち
首
都･

東
京
に
本
社
を
置
く
新
聞
を
中
央
紙

と
呼
ぶ
（
そ
の
対
義
語
が
地
方
紙･

ロ
ー
カ
ル
紙
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
）。
日
本
の
全
国
紙
で
は
、『
朝
日
』『
毎
日
』『
読
売
』『
日

経
』『
産
経
』
の
五
紙
を
五
大
紙
と
呼
ぶ
。
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（
6
）　

例
え
ば
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
が
発
生
す
る
と
『
読
売
』
で
は
、
一
月
一
七
日
付
「
号
外
」
か
ら
二
月
一
七
日
付

夕
刊
ま
で
の
一
か
月
分
に
つ
い
て
、
普
段
は
縮
刷
版
を
発
行
し
て
い
な
い
大
阪
本
社
発
行
の
最
終
版

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

紙
面
か
ら
重
要
記
事

0

0

0

0

を
一
冊
の
本
に

ま
と
め
て
『
大
阪
読
売
特
別
縮
刷
版 

阪
神
大
震
災
』
と
し
て
発
行
し
た
。
し
か
し
あ
く
ま
で
重
要
記
事
を
セ
レ
ク
ト
し
て
ま
と
め
た
も

の
で
、
大
阪
版
を
そ
っ
く
り
縮
刷
版
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
『
朝
日
』
は
『
朝
日
新
聞
縮
刷 

東
日
本
大
震
災 

特
別

紙
面
集
成2011.3.11

～（.11

』（
二
〇
一
一
年
五
月
三
〇
日
）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
京
本
社
版･

朝
刊･

夕
刊･

最
終
版
に

よ
る
も
の
で
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
、「
声
」
欄
、
地
方
版
は
除
か
れ
て
い
る
。

（
7
）　

デ
ジ
タ
ル
版
だ
け
の
定
期
購
読
も
可
能
だ
が
、
宅
配
新
聞
朝
夕
刊
購
読
料
金
に
若
干
の
追
加
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
全
デ
ジ
タ
ル
版

を
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

例
え
ば
『
神
戸
』
記
者
は
、
自
身
と
部
局
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
自
社
の
過
去
の
記
事
を
渉
猟
し
て
本
日
の
記
事
執
筆
の
参
考
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
紙
の
同
様
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
環
境
は
な
い
。

（
9
）　

長
崎
県
島
原
半
島
か
ら
熊
本
県
天
草
と
鹿
児
島
県
長
島
（
長
島
海
峡
）
を
二
つ
の
長
大
橋
で
結
ん
で
、
九
州
西
岸
地
域
を
一
体
化
す

る
延
長
約
一
一
〇
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
網
構
想
で
、
雲
仙･

普
賢
岳
噴
火
災
害
の
復
興
を
半
島
振
興
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
考
え
る
際
に
、

よ
く
話
題
と
さ
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

（
10
）　

都
市
災
害
で
あ
っ
た
阪
神･

淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
）
以
降
は
、
中
山
間
地
域
（
あ
る
い
は
限
界
集
落
と
ま
で
言
わ
れ
る
地
）
で

の
自
然
災
害
が
続
発
し
た
。
鳥
取
県
西
部
地
震
、
有
珠
山
噴
火･

三
宅
島
噴
火
（
二
〇
〇
〇
）、
芸
予
地
震
（
二
〇
〇
一
）、
十
勝
沖
地
震

（
二
〇
〇
三
）、
新
潟
県
中
越
地
震
（
二
〇
〇
四
）、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
二
〇
〇
五
）、
能
登
半
島
地
震･

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
二
〇

〇
七
）、
岩
手･

宮
城
内
陸
地
震
（
二
〇
〇
八
）、
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
）、
熊
本
地
震
（
二
〇
一
六
）
な
ど
。

（
11
）　

新
聞
各
紙
で
は
デ
ジ
タ
ル
版
の
普
及
に
合
わ
せ
て
各
Ｈ
Ｐ
で
「
著
作
権
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
法
的
根
拠
、
私
的
使
用
範
囲
の
解
釈
、

学
校
等
教
育
機
関
で
の
利
用
上
の
注
意
、
そ
し
て
許
諾
申
請
手
続
き
の
あ
ら
ま
し
を
詳
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
と
も
に
、
日
本
新
聞
協

会
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
に
新
聞
を
」
サ
イ
ト
で
「
学
校
に
お
け
る
新
聞
の
二
次
利
用
（
著
作
権
）」
と
し
て
「
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に

お
け
る
著
作
物
の
複
製
に
関
す
る
著
作
権
法
第
35
条
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
と
も
に
示
し
て
い
る
。http://nie.jp/

teacher/copyright/

（20160610

閲
覧
）。
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